
１　施設の概要

２　類似施設・近隣施設

主な施設内容
（定員等）

○敷地面積：9,060㎡
○建築延面積：3,194.32㎡
○建物の構造：鉄筋コンクリート造平屋建、鉄骨造平屋建2棟
○施設の内容
　・肢体不自由者更正施設棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建） 3,002.29㎡
　・温室（鉄骨造平屋建） 110.25㎡
　・農作業保管庫・陶芸室（鉄骨造平屋建） 81.78㎡
○各障害福祉サービスの定員
　・生活介護：45人
　・短期入所：15人
　・自立訓練（機能訓練）：15人
　・施設入所支援：40人

主な業務内容

(1)施設等の維持保全に関する業務
　・施設及び設備器具の維持保全に関する業務を行う。
(2)利用者に対する障害福祉サービス業務
　・生活介護、短期入所、自立訓練（機能訓練）及び施設入所支援に係る業務を
行う。

名称
施設内容
利用状況等

近隣施設
・山梨県立あけぼの医療福祉センター：医療型障害児入所（療養介護）（80人）、
　児童発達支援（15人）、生活介護（15人）、短期入所（15人）
・山梨県立育精福祉センター成人寮：生活介護（105人）、短期入所（9人）、
　施設入所支援（90人）

指定管理者 社会福祉法人山梨県障害者援護協会

設置根拠
（法律、条例等）

山梨県立障害者支援施設設置及び管理条例

設置目的
　身体障害者に必要な指導及び訓練を行い、自立した日常生活や社会参加を図
るため。

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート（平成28年度事業分）

施設名
山梨県立あけぼの医療福祉センター
成人寮

所管課 福祉保健部　障害福祉課

所在地 韮崎市旭町上條南割3251-1
設置年月日

（改築年月日等）
昭和48年4月1日
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３　利用状況 単位：人、％

４　指定管理業務の収支状況
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５　利用者満足度

単位：％

利用者の意見
への対応

・特殊トイレの空調は扇風機で対応します。体感温度は個人差があるため着るもの
で調整していただく。
・食事は、利用者個々の嗜好や障害の特性が異なるが、年4回実施される給食委
員会で給食を担当する「あけぼの医療福祉センター」の栄養士に対し、利用者の
意見を伝え可能な限り対応していく。
・活動内容や訓練メニューは利用者の障害や理解度、社会性など様々なことが考
慮され設定されている。なるべく多くの方が満足できるよう検討していく。
・引き続き、利用者が安心して生活できる環境を整えていきたい。

施設全般の満足度 76.0% 22.0% 0.0% 2.0%

利用者の意見

・特殊トイレが狭い、エアコンを入れて欲しい。
・食事の内容や量、味付けに対する意見。
・短時間でも良いので外へ出かける活動がしたい。

支援内容（訓練以外のこ
と）

62.0% 26.0% 10.0% 2.0%

訓練内容（日中活動や療
法等）

64.0% 18.0% 12.0% 6.0%

実施方法等
実施時期：平成29年3月
実施方法：利用者(短期入所を除く）へアンケート
回答数：50人

調査項目 満足
どちらかといえば

満足
どちらかといえば

不満
不満

食事の内容 56.0% 12.0% 18.0% 14.0%

職員の対応の仕方 74.0% 22.0% 4.0% 0.0%

建物の使いやすさ 82.0% 12.0% 6.0% 0.0%

プライバシーや個人情報
の保護

78.0% 16.0% 6.0% 0.0%
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６　評価結果

　効率的な運営・管理が行われた。引き
続き同様の経営が実現できるよう努力さ
れたい。

利用者満足度

　施設対応として、改善可能な設備につ
いては、順次検討していく。
利用者の意見を傾聴し、利用者中心の
支援を行った。

　施設全体の満足度を含め、満足及び
どちらかと言えば満足との回答割合が概
ね90％台と高いが、食事に対する不満
が高くなっている。引き続き利用者が満
足を得られるよう努力されたい。

収支状況

　利用者は前年度並みであったが、利
用されたサービス内容により、若干の増
収となった。サービスの質を維持しつつ
コスト削減に努めた。

施設所管課の
指導事項に対す
る指定管理者の
対応状況

　引き続き条例、協定等に基づき適正な執行を行う。
　経費削減に努めるとともに、サービス利用を促すよう広報等行っていく。
　利用者に対してよりきめ細やかな支援を行うための計画策定など、引き続き利用
者サービスの質の向上に努めて参りたい。

自主事業

　市町村が行う日中一時支援事業の提
供について、受託内容に基づき適正に
実施した。

　事業計画書に基づき、適正に業務を
執行した。

運営目標の達
成状況

　身体に障害のある方が自立した社会生活を送れるよう、個別支援計画に基づい
た生活支援・各種訓練を行うとともに、定期的な評価・アセスメントを実施すること
で、利用者ニーズに合った質の高いサービスを提供できた。個々の利用者の状況
を把握し、必要に応じた支援を行なうことにより、利用者の生活の質を向上させるこ
とができた。

施設所管課によ
る総合的な評価
及び指導事項

　施設管理・運営業務等について、条例、協定等に基づき適正に履行した。
　質の高いサービスを提供しつつ効率的に運営している。
　今後も利用者ニーズの把握に努め、利用者サービスの向上に努力すること。

運営業務

　事業計画書に基づき、適正に業務を
執行した。

　事業報告書及び現地確認の結果、適
正に実施されている。

利用状況

　入所事業を行うなかで日中は、事業計
画に基づき、各事業を行った。
　生活介護は、個別支援計画に基づき
個々の目標に向けた支援を行った。
　自立訓練（機能訓練）は、個々の身体
機能面の状況把握に努め、訓練意欲の
向上・機能回復に努める対応を行った。

　関係機関からの実習生や見学者を積
極的に受入れたり、ホームページの更新
等、施設利用促進に努めている。
　機能訓練については、リハビリテーショ
ン病院等、関係機関との連携を深め、質
の高いサービスの提供に努めていただ
きたい。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理業務

　法令、業務仕様書等に基づき、適正に
業務を執行した。
　昨年度、県により導入した防犯カメラや
非常通報装置により防犯対策が強化さ
れた。

　業務仕様書、業務計画書どおり適正に
実施されている。
　防犯対策については、日頃から点検
項目による自己チェックを行うなど、継続
した取り組みをお願いしたい。
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７　管理体制（組織図）
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